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(1) 

30  t のとき 

底辺 BCの長さは t3 であり、高さは 2t であるから 
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3t のとき 点 B と点C が一致するから 0)3( S  

t3 のとき 

底辺 BCの長さは 3t であり、高さは3で一定であるから 
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)(tS の 0t における増減は、下の通り。 

)(tS のグラフの概形は、右図の通り。 

 

 

 

 

 

(2) 

(1)のグラフより 
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)(uM のグラフの概形は、右図の通り。 
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